
 

 

 

 

 
 
 
 
 
３学期が始まったのと同時に「緊急事態宣言」が再度発令されました。学校での感染症対策

は、学校が再開した６月の対応に戻った点もあります。（ホームページに「新しい学校生活の仕
方」がアップされています。）感染症予防対策を子供たちが自らできるように、引き続き、声を
かけていきます。ご家庭でも、手洗い、うがい、ソーシャルディスタンスはもちろんのこと、
免疫力を高めるために睡眠時間の確保、栄養バランスのある食事の摂取に心がけていただきま
すよう、よろしくお願いいたします。新型コロナウィルス感染症対策をしていると、風邪をひ
かないことにも通じるようです。 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南田中小学校みなみん学級通信 
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令和３年１月１５日 

☆風呂敷を使い始めました。☆ 
 

 

練馬区立南田中小学校 
校長 原田 知樹  学校標語  「笑顔かがやき 優しさいっぱい」 

☆書き初め☆ 

１、２年生は硬筆で、３年生以上は毛筆で書き初めに取り組みました。硬筆では、

「とめ、はね、はらいに気を付けて、一字一字ゆっくり書くこと」をめあてに書きま

した。また、「間違っても消しゴムは使わずに書き続けること」にも挑戦し、子供たち

は間違えないように、丁寧に書こうと、とても集中して取り組むことができました。

２年生は、筆圧の違いに気付かせるために、今回初めての試みとなりましたが、筆ペ

ンを使って文字を書く学習もしました。毛筆では、まず始めに、書き始めの筆の向き

（時計の１０時の方向）や筆を一度抑えてから書き終えることなどを確認してから取

り組みました。次に、お手本を半紙の下に敷いてなぞることをやりました。すると上

手に書けるので、その後の練習にも意欲的に取り組めました。何枚か練習するうちに、

自分の書いた字とお手本とを比べて、上手にできているところ、次に書くときに気を

付けるところなどにも気付くようになりました。子供たちの力作は、２３日（土）よ

り校内に展示されますので、どうぞ見にいらしてください。 

１２月の保護者会でお願いした、体育着の着替え時に使う風呂敷

を、早速、用意していただきまして、ありがとうございました。風

呂敷の用意だけでなく、冬休み中にお子さんと一緒に結ぶ練習をし

たり、子供が分かりやすいように、対角線上に色の違うひもを付け

たり、色の違う布を貼り合わせてお手製の風呂敷を作ってくださっ

たりなど、子供が使いやすいようにと、いろいろと工夫していただ

きました。ありがとうございました。これから毎日使っていきます

ので、風呂敷の結び方や使い方、また、服の畳み方が今まで以上に

上手になっていくと思います。 


